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【【報告報告】】



政策目標評価型事業評価の導入に係る取組み（道路事業）

計画段階評価（新規）

都市・地方圏の課題の把握
（データ、地域の声等）

課題の原因分析

政策目標の明確化

対策案を比較評価

交通流に大きな影響を与える事業
（バイパス・拡幅等）

環境アセスメント・都市計画

新規事業採択時評価

新規事業化

局所的な事業
（交通安全・防災等）

成果を上げるマネジメント（新規）

局所的な課題の把握
（データ、地域の声等）

要対策区間（リスト）の特定・公表

課題の原因分析・対策立案

＜緊急性＞

・データ（事故、災害等） ・地域の声

＜妥当性＞

・他事業の実施状況

・対策のフィージビリティ（用地等）

対策案の決定

新規着手

意
見

バイパス・拡幅等 他事業・他施策
（交差点改良等）

○道路事業の透明性・効率性を高めるため、バイパス・拡幅事業等に計画段階評価を導入すると

ともに、局所的な事業に対し、データ等に基づく「成果を上げるマネジメント」の取組みを導入。

必要性の再検証・事業内容（詳細チェック）

対策案の決定
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事故データに
基づく選定区間数

市民等からの指摘に
基づく選定区間数

選定区間数
合計

福岡県 １８２ ５４ ２３６

佐賀県 １５５ ９４ ２４９

長崎県 １５１ ３２ １８３

熊本県 ２６２ ７４ ３３６

大分県 １８８ ７３ ２６１

宮崎県 １１６ ６５ １８１

鹿児島県 ２２３ １１１ ３３４

合計 １,２７７ ５０３ １,７８０

（全国） （１０,４６１） （３,８４２） （１４,３０３）

事故危険区間リストの作成状況（九州） 九州地方整備局

※両方に該当する区間は事故データ
に基づく区間に集計

－２－

○ 選定された九州の１，７８０区間において、事故データに基づく区間が約７割、

市民等からの指摘区間（潜在的危険区間）が約３割となっている



情報の共有化（代表的な事故危険区間の公表）

【公表内容】

●区間数、代表区間

●抽出の考え方

●今後の取組方針 等

○ 事故危険区間リストの中で、代表的な区間を抽出し、ホームページ等で公表

九州地方整備局

－３－



○ 事故対策が必要な区間と、歩道整備が必要な区間を「安全」と「安心」の視点から抽出

○ 整備効果が大きく整備が早い区間を抽出し、「事故危険区間リスト」として選定

九州地方整備局事故危険箇所の抽出（福岡県の事例）

県内データ分析

事故危険区間リスト（ロングリスト）

死傷事故データ 歩道関連データ 地元の声

◆死傷事故率

◆死傷事故件数

◆死亡事故件数 等

◆歩道幅員

◆法指定、学校指定通学路

◆死亡事故件数 等

事故対策が必要な区間事故対策が必要な区間 歩道整備が必要な区間歩道整備が必要な区間

事故データ等による抽出 道路データ等による抽出 データ以外による抽出

○事故が多く発生

○被害が大きい

○事故課題が大きい

○早期に対策が可能

○早期に整備効果が発現

○利用者が多い

○歩行者が事故に遭っている

○住民が不安を感じている

○ヒヤリハットが多い

○確実に効果が望まれる

○早期に対策が可能

○早期に整備効果が発現

○早期に対策が可能

○早期に整備効果が発現

安全安全 安全安全

データ以外による抽出

○住民が不安を感じている

○ヒヤリハットが多い

○確実に効果が望まれる

○早期に対策が可能

○早期に整備効果が発現

整
備
の
早
さ

効
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き
さ

安心安心 安心安心

◆自治体からの要望

◆アンケート調査 等

－４－
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代表的な事故危険区間の公表（福岡県の具体例） 九州地方整備局

－５－

～福岡県「事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）」（抜粋５０箇所）～～福岡県「事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）」（抜粋５０箇所）～

1 国道3号 北九州市小倉北区 三萩野 ● ●

2 国道3号 北九州市小倉北区 清水 ●

3 国道3号 北九州市八幡東区桃園２丁目 － ●
4 国道3号 遠賀町旧停１丁目（２） － ●

5 国道3号 宗像市 冨地原 ●

6 国道3号 宗像市光岡 － ●
7 国道3号 福津市 上西郷 ●

8 国道3号 福津市 千鳥パークタウン北 ●

9 国道3号 福岡市東区 松原 ●

10 国道3号 福岡市博多区 榎田 ●
11 国道3号 福岡市博多区 榎田２丁目 ●

12 国道3号 福岡市博多区 千鳥橋 ●

13 国道3号 福岡市博多区 堅粕１丁目 ●
14 国道3号 大野城市 御笠川６丁目 ●

15 国道3号 筑紫野市 原田 ●

16 国道3号 久留米市 八軒屋 ●
17 国道3号 広川町新代(1) － ●

18 国道3号 広川町新代(2) － ● ●

19 国道3号 八女市 丸野 ●
20 国道3号BP 福岡市東区 松島 ●

21 国道3号BP 福岡市東区 下臼井 ●

22 国道3号BP 福岡市東区 新二又瀬橋 ●

23 国道10号 北九州市小倉北区 城野 ●
24 国道10号 北九州市小倉南区 湯川 ●

25 国道10号 行橋市道場寺 － ●

26 国道10号 行橋市稲童（１） － ●
27 国道200号 北九州市八幡西区 幸神 ●

28 国道200号 直方市 西尾 ●

29 国道201号 篠栗町 篠栗北 ●
30 国道201号 飯塚市 立岩 ●

31 国道201号 飯塚市立岩（３） － ●

32 国道201号 田川市川宮（２） － ●

33 国道201号 香春町 清瀬橋 ●
34 国道202号 福岡市中央区 警固 ●

35 国道202号 福岡市城南区 中村大学前 ●

36 国道202号 福岡市西区 今宿大塚 ●
37 国道202号 糸島市荻浦 － ●

38 国道202号 糸島市二丈福井（２） － ●

39 国道202BP号 福岡市西区 徳永 ●
40 国道208号 大牟田市 銀水駅前 ●

41 国道208号 みやま市 下楠田 ●

42 国道208号 柳川市 大和中北 ●
43 国道208号 柳川市 西鉄柳川駅前 ●

44 国道209号 筑後市 船小屋 ●

45 国道209号 筑後市 尾島中町 ●

46 国道209号 筑後市 一条 ● ●
47 国道210号 久留米市山川安居野 － ●

48 国道210号 久留米市 緑花流通センター入口 ●

49 国道210号 久留米市 栄町３丁目 ●
50 国道210号 久留米市 樋ノ口 ●

事故対策 歩道整備
通し

番号
路線名 住所 交差点名



平成２３年度新規事業着手事例（国道３号三萩野交差点） 九州地方整備局

事業箇所事業箇所
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事故率１００以上

事故率１００未満

事故発生状況：死傷事故率1,046件/億台キロ、死傷事故件数40件/4年（H17～20事故）

出会い頭
15%

右折
17%

人対車両
3%

左折
5%

追突
49%

正面衝突
8%

その他
3%

40件
（H17～H20）

▲死傷事故件数の内訳
（H17～20）

・北九州市の中心部に位置し、国道3号と国道10号

が交差する大規模交差点。

・国道10号上にはﾓﾉﾚｰﾙが占有し、交差点面積が大

きく、国道3号は交差点内で線形が折れている。

【事故発生要因】

①交差点内の動線の不明瞭により、直進車の急な直進車の急な

減速・車線変更による追突事故減速・車線変更による追突事故が発生。

②右折車線からはみ出て滞留する車両による追突右折車線からはみ出て滞留する車両による追突

事故事故も多発。

事故発生要因の分析・対処すべき課題

至
福
岡
市

至
門
司
区

三萩野交差点
・死傷事故率 1,046件/億台キロ

全体：4,570区間

みはぎの

みはぎの

－６－

▲福岡県内の死傷事故率
（H17～20）

特徴的な事故特徴的な事故①①

・直進車の急な減速、・直進車の急な減速、
車線変更による追突事故車線変更による追突事故

・右折車と直進車との衝突事故・右折車と直進車との衝突事故

特徴的な事故特徴的な事故②②

・右折車線からはみ出て・右折車線からはみ出て
滞留する車両による追突事故滞留する車両による追突事故

右折レーンから
はみだし

異常接近
急停止



平成２３年度新規事業着手事例（国道３号三萩野交差点） 九州地方整備局

－７－

車線舗装のカラー化車線舗装のカラー化

至
福
岡
市

至
門
司
区

減速マーキング減速マーキング

右折レーンの延伸右折レーンの延伸

アプローチのカラー化アプローチのカラー化

アプローチのカラー化アプローチのカラー化

車線舗装のカラー化車線舗装のカラー化

①①追突事故対策追突事故対策

◆交差点内交通の整流化 ⇒ 車線舗装のカラー化

◆交差点への進入速度抑制 ⇒ 減速マーキング

◆右折レーンの容量確保 ⇒ 右折レーンの延伸

②②右折直進事故右折直進事故

◆交差点内の適切な進入 ⇒ 右折アプローチの

及び停止の明確化 カラー化

対策方針（対策にあたっての着眼点と対策）
至
福
岡
市

至
門
司
区

対策前

状況写真

北九州モノレール北九州モノレール

対 策 案

みはぎの



事故発生要因の分析

対策メニューの選定

長 期 目 標

政府の基本方針

（成果の目標・評価） （予算の編成・執行）

（現地レベル）

＜成果指標＞

事 業 実 施効果計測(データ)

分 析・評 価
（対策の有効性検証）

事故危険区間の抽出

（全国レベル）

各年度の目標 予 算

達成度評価

• 交通安全分野における「成果を上げるマネジ
メント」を『事故ゼロプラン（事故危険区間重点

解消作戦）』として展開

• 「選択と集中」、「市民参加・市民との協働」
により重点的、集中的に対策を講じることにより
効果的、効率的に推進

１．事故の危険性が高い区間を明確化

①事故データに基づく区間
死傷事故率、重大事故等の発生件数等

②潜在的な危険区間
地域住民、利用者、市町村等からの指摘等

⇒
（学識者、関係者等からなる委員会から意見を聴取）

２．情報の共有化（利用者に危険箇所を認識
してもらうことで事故削減にも期待）

①代表的な事故危険区間の公表

②注意喚起看板の設置

③地域住民・関係機関等との合同現地点検

全国で14,303区間を選定（九州1,780区間）

事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）のＰＤＣＡ 九州地方整備局

※効果計測（データ）、分析・評価（対策の有効性
検証）を継続し、ＰＤＣＡサイクルを確立ＰＤＣＡサイクルを確立－８－


